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　地方自治体の財政状況にかかわらず、どこに住んでいても最低限必要な行政サービスを受けることが

できるように、所得税の32％・酒税の32％・法人税の35.8％・消費税の29.5％・たばこ税の25％を原

資として、国が地方自治体に配分するものです。

　算出方法は人口や面積などの数値を用い、行政サービスにおける非常に詳細な項目ごとに算出します。

　また、地方自治体が公共事業を行いやすいように、そのための起債（借り入れ）の元利償還についても

一定の割合で交付税に算入し、国が負担するという仕組みもあります。

　私たちの南島原市においては、歳入全体からみると、市税がおよそ13％であるのに対し、地方交付

税はおよそ40％（当初予算による）であり、歳入の多くを占めています。

　しかしながら、ここ数年で交付額は激減しており、規模の小さい自治体ほど深刻な状況になっていま

す。また、最近では交付税の算出方法を変えようということが議論されており、長崎県はもとより、南

島原市にとっても減額になることが予測されています。

市　名 平成18年度交付決定額 平成17年度交付決定額 増　減　額 交付額順位

長  崎  市

佐世保市

対 馬 市

諫 早 市

南島原市

雲 仙 市

島 原 市

370億5,656万8千円 ▲30億1,951万1千円 １

２

３

４

５

７

13

▲3億2,671万4千円

2億5,714万8千円

4億7,452万円

11億3,704万7千円

8億5,664万2千円

5億8,322万4千円

204億2,793万9千円

141億7,091万円

135億7,177万2千円

119億9,994万6千円

104億2,998万6千円

53億828万9千円

400億7,607万9千円

207億5,465万3千円

139億1,376万2千円

130億9,725万2千円

108億6,289万9千円

95億7,334万4千円

47億2,506万5千円

総 務 債 庁舎建設・情報施設整備など 2億9,712万3千円

民 生 債 老人ホーム・保健センター整備など 5億5,156万5千円

衛 生 債 ゴミ処理・し尿処理施設整備など 35億7,555万8千円

農 林 水 産 債 土地改良・漁港・海岸保全など 58億7,112万3千円

商 工 観 光 債 真砂（南有馬）建設費など 7億3,640万5千円

土 木 債 道路建設・公営住宅など 146億5,170万5千円

消 防 債 消防施設整備・消防車購入など 2億7,789万1千円

教 育 債 学校関連施設整備など 53億5,934万7千円

災 害 復 旧 債 災害復旧事業費 3億2,112万2千円

そ の 他 減税補てん債や臨時財政対策債など 70億833万8千円

合 計 額 386億5,017万7千円

区　　　分 起　債　目　的 平成17年度末残高

　 一 般 会 計 　 247億514万9千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 75億4,797万6千円

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 78億502万3千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 19億3,421万8千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 9億919万5千円

宅 地 開 発 事 業 特 別 会 計 150万1千円

水 道 事 業 会 計（ 公 営 企 業 ） 2億8,842万4千円

会　　計　　区　　分 予　　算　　額

特集：平成18年度 予算の内訳

用 語 解 説【地方交付税】【地方交付税】

平成18年度普通交付税 市町別対前年度比較表

南 島 原 市 地 方 債 残 高

平 成1 8 年 度 当 初 予 算 額

平
成
18
年
度 

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

　
　

依
　

存

　
財　源

市　税　31億9,699万9千円

繰入金
24億6,415万5千円

使用料及び手数料
6億8,380万8千円

分担金及び負担金
3億2,040万6千円

財産収入　1,205万2千円
寄附金　1千円

繰越金　3億円

諸収入
2億3,943万9千円

国庫支出金
24億5,852万2千円 地方交付税　97億7,660万9千円

県支出金
16億8,947万7千円

市債
22億5,230万円

地方譲与税
6億5,720万7千円

地方消費税交付金
4億1,693万9千円

自動車取得税交付金
1億822万5千円

地方特例交付金　8,507万8千円
利子割交付金　2,215万3千円
ゴルフ場利用税交付金　1,200万円
交通安全対策特別交付金　693万9千円
配当割交付金　193万6千円
株式等譲渡所得割交付金　90万4千円

歳入合計
247億514万9千円
歳入合計

247億514万9千円

       
     自  主  財

  源

民生費　70億8,049万円

公債費　46億3,548万8千円総務費　29億9,021万9千円

衛生費　27億9,776万8千円

教育費　21億106万7千円

農林水産業費　20億4,419万7千円

土木費　16億9,956万9千円

消防費　9億7,001万2千円

議会費　2億3,489万6千円

商工費　1億3,671万3千円 予備費　1,000万円
災害復旧費　468万9千円
労働費　4万円
諸支出金　1千円

歳出合計
247億514万9千円
歳出合計

247億514万9千円
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財 政 調 整 基 金 30億円

減 債 基 金 15億5,000万円

人 材 育 成 基 金 1億円

地 域 づ く り 基 金 2億2,379万2千832円

地 域 福 祉 基 金 12億5,465万4千円

宮 原 道 路 整 備 基 金 3,209万4千455円

土 地 開 発 基 金 5億7,500万円

中 山 間 ふ る さ と 活 性 化 基 金 8,288万3千348円

南有馬町特定農山村地域活性化基金 485万9千363円

加津佐町特定農山村地域活性化基金 280万円

家 畜 導 入 事 業 資 金 供 給 事 業 等 基 金 13万6千209円

原の館・コミュニティ原城整備基金 13万1千円

西望記念館および西望公園整備基金 2,447万1千827円

風 呂 川 地 区 環 境 整 備 基 金 175万5千684円

奨 学 資 金 貸 付 基 金 6億4,687万5千578円

合　　　　　　　計 74億9,945万4千296円

基　　金　　名 平成17年度末現在高

　6月26日から7月20日まで開かれました、第1回南島原市議会定例会におきまして、予算を

含む27議案が審議・可決されました。

　最終日の20日には助役の選任について、市長が岩本氏、元山氏の助役選任の同意を求め、

両氏とも同意されました。

　それに先立ち、議案として「南島原市助役定数条例」および「南島原市収入役の事務の兼

掌に関する条例」が審議・可決されており、収入役を置かず助役を2人体制にし、一人がその

職務を兼任することになりました。（元山助役が兼任）

岩  本　公  明
南島原市西有家町須川

昭和52年長崎県入庁後、県民生活環

境部統計課長、政策調整局広報広聴

課長などを歴任。

元  山　芳  晴
南島原市加津佐町己

昭和46年から加津佐町議会議員、平成7年か

ら加津佐町長を経て、本年3月31日から5月

13日まで、南島原市長職務執行者として在任。

いわ もと きみ あき もと やま よし はる

台　　数区　　分

普 通 貨 物 自 動 車 9

普 通 乗 用 車 17

普 通 乗 合 自 動 車 10

軽 自 動 車 101

合 計 274

区　　分 台　　数

小 型 貨 物 自 動 車 19

特 殊 用 途 自 動 車 44

小 型 乗 用 自 動 車 19

消 防 自 動 車 55

車　　　　　両

特集：平成18年度 予算の内訳

区　分 土地（地積）
建　　物（延　面　積）

本 庁 1 , 8 4 5

木　　造 非　木　造

3 , 7 4 2

延 面 積 計

3 , 7 4 2

支 所 2 4 , 4 2 0 7 7 9 1 3 , 7 6 8 1 4 , 5 4 7

そ の 他
（衛生センターなど）

2 6 , 3 3 1 1 , 7 6 7 1 , 7 6 7

消 防 施 設 9 , 2 3 3 2 , 2 9 0 2 , 5 2 3 4 , 8 1 3

合 計 6 1 , 8 2 9 3 , 0 6 9 2 1 , 8 0 0 2 4 , 8 6 9

土地および建物（行政財産：公用）

区　分 土地（地積）
建　　物（延　面　積）

小 学 校 260,459

木　　造

2,859

非　木　造

86,034

延 面 積 計

88,892

公 民 館 22,558 987 9,152 10,139

公 園 553,969 630 1,031 1,661

中 学 校 167,833 572 48,613 49,185

そ の 他
（グラウンド・保育
園・老人ホームなど）

1485,235 4,987 98,103 103,091

公 営 住 宅 87,379 27,451 30,022 57,473

合 計 2,577,433 37,486 272,955 310,441

土地および建物（行政財産：公共用）

区　分 土地（地積）
建　　物（延　面　積）

田 10,096

木　　造 非　木　造 延 面 積 計

宅 地 85,772 162 162

雑 種 地 95,023

畑 49,287

山 林 3,089,086

そ の 他 211,343 673 1,859 2,532

合 計 3,540,607 835 1,859 2,694

土地および建物（普通財産）

南 島 原 市 の 基 金

南 島 原 市 助 役 の 選 任南 島 原 市 助 役 の 選 任南 島 原 市 助 役 の 選 任

（単位：台）

（単位：㎡）

（単位：㎡）

（単位：㎡）
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　農地転用許可制度は、優良農地の確保と計画的な土地

利用の推進を目的としています。許可を受けずに転用し

たり、許可どおりに転用しなかった場合、罰則の適用も

ありますので、農地の無断転用はやめましょう。

　農地を耕作目的で、所有権移転または権利設定（賃借

権及び使用貸借権）する場合には、農地法に基づく許可

を受けなければなりません。ただし、相続の場合は許可

不要です。また、農地の細分化を防ぐため、農地取得後

の経営面積（借りたり所有している面積の合計）が規定

の面積以上になることが許可条件となっています。

＊南島原市は50アール（口之津町は40アール）

　農地の貸し借りについては、農地法による権利設定の

手続きと農業経営基盤強化促進法による手続きの方法が

あります。

　農業経営基盤強化促進法によれば、農地法の許可は不

要となり、不在地主でも小作地が所有できます。また、

貸借期限が来れば必ず戻りますので安心です。　　　　

　農業委員会は、農地などの利用関係の調整、そ

の他農業全般にわたる問題を農家の創意と自主的

努力によって、総合的に解決していくことを目的

とした、農業および農家の一般的利益を代表する

機関として、法に基づいて設置された行政委員会

です。

　農業者年金は、60 歳未満の国民年金１号被保

険者で年間 60 日以上農業に従事する人は誰でも

加入できます。全国で、多くの方がこの制度に加

入し、また、年金を受給しています。

　他にも農地の相続やあっせん、遊休農地対策な

ど農地に関する様々な相談を受け付けています。

お気軽にお問い合わせください。

農　地　の　転　用農　地　の　転　用

農 地 の 権 利 移 動 と 下 限 面 積農 地 の 権 利 移 動 と 下 限 面 積

農　地　の　貸　し　借　り農　地　の　貸　し　借　り

渡　部　利　徳

（56歳 加津佐町）

江　島　敏　彦

（61歳 南有馬町）

松　尾　孝　明

（60歳 南有馬町）

宮　嵜　和　孝

（53歳 南有馬町）

荒　木　　太郎

（58歳 南有馬町）

松　島　金　重

（61歳  布 津 町）

下　田　　　泉

（56歳  布 津 町）

細　川　俊一郎

（52歳  深 江 町）

末　永　正　之

（54歳 北有馬町）

飛　永　一　義

（59歳 北有馬町）

太　田　義　基

（58歳 北有馬町）

寺　田　健　蔵

（47歳 北有馬町）

酒　井　光　則

（51歳 加津佐町）

山　口　豊　美

（44歳 南有馬町）

松　　　トミ子

（54歳  有 家 町）

山　下　勝　也

（49歳  布 津 町）

志　岐　好　春

（57歳 西有家町）

野　田　直　行

（81歳 北有馬町）

穐　山　　　巖

（68歳 加津佐町）

門　畑　一　郎

（58歳 加津佐町）

農業委員会会長

林　田　雅　昭

（59歳 西有家町）

鳥　居　純　毅

（69歳  有 家 町）

菊　田　秀　喜

（50歳  深 江 町）

小　谷　洋　　

（57歳  有 家 町）

伊　藤　經　治

（69歳  有 家 町）

林　田　元　秋

（53歳  有 家 町）

中　川　繁　憲

（54歳  有 家 町）

増　田　　　篤

（57歳  有 家 町）

本　多　重　元

（70歳 西有家町）

小　川　清　剛

（65歳 西有家町）

一貫坂　　　洋

（50歳 西有家町）

相　川　　　勲

（52歳 西有家町）

近　藤　安　彦

（67歳 西有家町）

安　永　政　好

（57歳 加津佐町）

平　　　光　正

（53歳 口之津町）

田　口　　　慧

（62歳 口之津町）

廣　　　　　克

（47歳  深 江 町）

農業委員会会長
職 務 代 理 者

農業委員会の紹介農業委員会の紹介農業委員会の紹介

農業者年金に加入しましょう農業者年金に加入しましょう農業者年金に加入しましょう

農地を転用や売買などする場合は

許可が必要です

農地を転用や売買などする場合は

許可が必要です

農地を転用や売買などする場合は

許可が必要です

農地を転用や売買などする場合は

許可が必要です

加津佐・口之津地区加津佐・口之津地区 （敬称略）

南  有  馬  地  区南  有  馬  地  区

布 津・深 江 地 区布 津・深 江 地 区

農 協 推 薦農 協 推 薦共 済 推 薦共 済 推 薦土 地 改 良土 地 改 良議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦議 会 推 薦

西  有  家  地  区西  有  家  地  区

有　家　地　区有　家　地　区

北  有  馬  地  区北  有  馬  地  区 （敬称略）
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　　１学級につき、年額40,000円が限度です。

　（予算の範囲内で決定します。）

　　補助金交付申請書・事業計画書・収支予算書など

　　これからの南島原市を考える基礎になります。

　　10月１日事業所・企業統計調査を実施します。

　　　事業所・企業統計調査は商店や工場、営業所や事務所、銀行、学校、

　　旅館、寺院など、すべての事業所が対象となる大規模な調査です。

　　　統計調査の結果は国や都道府県、市区町村などがこれからの行政

　　を考える重要な基礎資料として活用されます。

　　　9月下旬から各事業所に｢調査員証｣を携行した調査員がお伺いし、

　　調査票へのご記入をお願いします。

　　　時間はおかけいたしませんので、ご協力をお願いいたします。

　　市営住宅下記団地（８戸）が空室となりましたので入居者を募集します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　平成18年９月１日㈮～14日㈭

　　●収入が基準に該当する人

　　　・入居者及び同居親族の所得が月額20万円以下

　　●現に同居しているか同居しようとする親族がある

　　　人、または一定資格の単身者

　　※（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様　

　　　の事情にある者または婚姻の予約者を含む。）

　　●住宅に困っている人

　　●市内に保証人となられる人がいるなど、すべての

　　　条件を満たしている人

　　●特定公共賃貸住宅は公営住宅の収入基準を超える人が対象です　

　　　・入居の申し込みをした日に、所得（月額）が20万以上60万1000円以下の世帯。ただし、その所得が

　　　　20万円に満たない人についても、当該所得の上昇が見込まれる場合はこの限りではありません。　　

　　●市営住宅申込書　●住民票（世帯全員分）　●事実を証明する書類（納税証明書など）

　　●所得証明書など収入状況を証明する書類（世帯全員分）　

　　入居者の資格要件を満たした申込者の数が募集戸数を超える場合は、公開抽選を行います。

三　隅　龍　雄　　浜　辺　悦　子　　中　山　政　惠　深  江  町

松　尾　清　子　　寺　田　冬　道　　吉　岡　奎　一　布  津  町

吉　永　桂　子　　鳥　居　謙　喜　　内　田　紘　幸　有  家  町

石　橋　玉　惠　　吉　田　公　一　　山　田　スミ子　西 有 家 町

宮　本　　　昇　　城　谷　　　香　　寺　田　ユキヱ　　北 有 馬 町

藤　田　茂　穂　　中　村　美代子　　前　田　由紀子南 有 馬 町

青　木　喬　一　　甲　木　武　久　　原　田　弓　枝口 之 津 町

樽　田　貞　夫　　荒　川　清　志加 津 佐 町

　　南島原市では、女性の自立や社会参加を促進するために、地域、自治会

　および婦人会などの女性団体が自ら実施している学習会等を支援するため、

　南島原市女性学級補助金交付要綱に基づいた助成を行います。

　　　女性団体が年間を通じての学習会を自主的に

　　企画し、実施する事業

　（例）①同じ学習内容を年間通じて行う（パソコ

　　　　　ン・料理等）

　（例） ②違った内容を組み合わせて学習を行う（第

　　　　　１回健康体操・第２回子育て・第３回お

　　　　　正月料理等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間の人たちです。この制度は、

　　日ごろ地域に根ざした活動を行っている民間の人たちが、地域の中で

　　人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守り、人権を擁護して

　　いくことが望ましいという考えから設けられたものであり、諸外国に

　　も例をみない制度です。

　　　現在、約14,000人の委員が全国の各市町村に配置され、法務局の人

　　権相談所や自宅などで住民の皆さんからの人権相談を受けるなどの活

　　動を行っています。

　　　人権問題で困ったことがあれば、人権擁護委員にお気軽にご相談ください。

　　　相談は無料で秘密は固く守られます。

南
島
原
市
人
権
擁
護
委
員

（敬称略）

団　　地　　名 募集戸数

1　戸

1　戸

1　戸

深江あぜつ第２団地

南 有 馬 吉 川 団 地

加 津 佐 愛 宕 団 地

1　戸深江あぜつ第１団地

1　戸有  家  鬼  塚  団  地

2　戸南 有 馬 新 砂 原 団 地

1　戸口 之 津 白 浜 団 地

※前回募集で応募がなかった団地について、上記の団

　地に追加し募集する場合があります。

※深江あぜつ第１団地は特定公共賃貸住宅です。

調査は日本全国すべての
　　　　　　　事業所が対象です
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　　国民健康保険・老人保健

　　急激に進む少子高齢社会。国民皆保険制度を将来にわたり維持するため、このほ

　ど医療の抑制や給付と負担の公平化を図る医療制度改革関連法が成立しました。

　　平成18年10月からは、「70歳以上で現役並み所得者の病院等の窓口負担が２割か

　３割になる」などの保険給付等の見直しがあります。

　　今回の主な改正内容をお知らせします。

　　　70歳以上または老人保健で医療を受ける人のうち、現役並みの所得がある人は、医療機関に支払う自己

　　負担割合が引き上げられます。

　　　療養病床に入院する70歳以上の人は、これまで食材料費相当のみ負担していましたが、今回の改正で食

　　費と居住費を負担することになります。

　　　同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった場合、申請をして認

　　められると、自己負担限度額を超えた分は、高額療養費(高額医療費)として支給されます。

　　　被保険者が出産したときに受けられる出産育児一時金の支給が３５万円に引き上げられます。

　　　特定疾病療養受給者証をお持ちで、慢性腎不全で人工透析を必要とする上位所得者は自己負担が

　　引き上げられます。

所得の低い人は、

負担が軽減されます。

平成18年9月30日まで
食材料費相当を負担

２４,０００円（日780円×30日）

平成18年10月１日から
食　費　４２,０００円
居住費　１０,０００円

現役並み所得者

同一世帯に課税所得１４５万円以上の所得がある70歳以上の国保被保険
者または老人保健で医療を受ける人がいる人。
例 ・単身世帯の場合は３８３万円以上の収入がある人
　 ・２人以上の場合は５２０万円以上の収入がある人

一　　　　　般

同一世帯の世帯主及び国保の被保険者（老人保健対象者は世帯全員）が住
民税非課税でその世帯の各所得が必要経費・控除(年金の所得は控除額を
８０万円として計算)を差し引いたときに０円となる人。

所得判定基準(平成18年８月１日から適用)

自己限度額区分

上 位 所 得 者

一　　　　　般

平成１８年９月まで 平成１８年１０月１日から

139,800円＋
医療費が466,000円を超えた場合は、その超
えた分の１%を加算(4回目以降は77,700円)

150,000円＋
医療費が500,000円を超えた場合は、その超
えた分の１%を加算(4回目以降は83,400円)

72,300円＋
医療費が241,000円を超えた場合は、その超
えた分の１%を加算(4回目以降は40,200円)

80,100円＋
医療費が267,000円を超えた場合は、その超
えた分の１%を加算(4回目以降は44,400円)

35,400円(4回目以降は24,600円) 35,400円(4回目以降は24,600円)住民税非課税世帯

②70歳未満の人

上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額などが、670万円（平成18年10月から600万円）を超える世帯。

自己限度額区分

現役並み所得者

一　　　　　般

平成１８年９月まで 平成１８年１０月１日から

外　　来

（個人単位）

外　来 ＋ 入　院

（世帯単位）

外　　来

（個人単位）

外　来 ＋ 入　院

（世帯単位）

72,300円＋
医療費が361,000円を超えた場
合は、その超えた分の１%を加算
(4回目以降は40,200円)

40,200円

80,100円＋
医療費が267,000円を超えた場
合は、その超えた分の１%を加算
(4回目以降は44,400円)

44,400円

12,000円 40,200円 12,000円 44,400円

18,000円
24,600円

18,000円
24,600円

15,000円 15,000円

①70歳以上または老人保健で医療を受ける人

① 公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止に伴う経過措置
　 公的年金等控除見直し及び老年者控除の廃止により、新たに現役並み所得者になった人で、次のいずれかに
　 あてはまる人については、「自己負担限度額」についてのみ｢一般｣を適用します。

所得区分が上がる人には経過措置があります。(平成１８年８月から２年間)

ア 課税所得 １４５万円以上２１３万円未満

イ 収入の合計金額
高齢者が１人世帯 ３８３万円以上４８４万円未満

高齢者が２人以上の世帯 ５２０万円以上６２１万円未満

平成１８年９月３０日まで １０，０００円

平成１８年１０月１日から ２０，０００円

平成１８年９月３０日まで ３００，０００円

平成１８年１０月１日から ３５０，０００円

住民非課税世帯

３０,０００円

年金受給額80万円以下等

２２,０００円

老齢福祉年金受給者

１０,０００円



広報 2006. 9. 1 12広報 2006. 9. 113

　　　予防接種法施行令等が改正され、平成18年6月2日から以下の２点が変わりました。お子さんの接種状

　　況を確認の上、必要な場合は早めに接種を済ませましょう。

　　① 麻しんおよび風しんの単独ワクチンを定期の予防接種として接種できるようになりました

　　② 麻しんおよび風しんの単独ワクチンをすでに接種済のお子さんも、小学校就学前に第２期接種をします

　　1　接  種  方  法　　個別接種

　　2　場            所　　南島原市、雲仙市および諫早市内で個別接種を受け入れている医療機関

　　　　　　　　　　　（医療機関一覧をお持ちでない方はお問い合わせください）

　　　　　　　　　　　  ※ただし、予防接種広域化事業開始後は、県内ほとんどの医療機関

　　3　料            金　　無　　料

　　4　持って行く物　　①母子手帳　②予診票　③健康保険証等住所が確認できるもの

　　5　そ　 の　 他　　対象者には市から予診票を送付します。不足や紛失の場合はお近くの総合支所または

　　　　　　　　　　　  住民センターで再交付を受けてください。

　　・接種には必ず保護者が同伴してください。
　　・医療機関には事前に予約をしてください。
　　・母子手帳は必ず持って行きましょう。母子手帳を忘れた方は接種歴の確認と接種済の検印ができないの
　　　で、接種できません。
　　・接種を受ける前に必ず対象年齢と接種間隔を確認してください。
　　・接種を受けさせる際は、市が配布している説明書をよく読んでください。

・乳幼児は母子手帳　・高齢者は健康手帳

・健康保険証等住所が確認できるもの

・予診票は、医療機関に備え付けのものをご使用ください。

　市から配布している予診票は、南島原市内の医療

　機関でのみ使用できます。

・幼児の接種には、母子手帳は必ず持って行きましょう。

　母子手帳がないと接種歴の確認と接種済の検印が

　できないので、接種できません。

・高齢者のインフルエンザを受ける場合は健康手帳

　を持って行き、接種の記録をもらってください。

・乳幼児、児童の場合、接種には必ず保護者が同伴

　して下さい。

・医療機関には事前に予約をしてください。

・接種前に市が配布している注意事項を必ず読んで

　ください。

・実施医療機関一覧については健康保健課までお問

　い合わせ下さい。

海区漁業調整委員会は水面を総合的に利用し、

もって漁業生産力を発展させ、あわせて漁業

の民主化を図ることを目的として、農林水産

大臣が定める海区ごとに設置されています。

長崎県では、長崎県南部海区、長崎県北部海

区、五島海区、対馬海区の４海区に海区漁業

調整委員会が設置されています。

また、４海区にわたる問題を処理するために、

長崎県連合海区漁業調整委員会が設置されて

います。

海区漁業調整委員会とは

　　　予防接種広域化事業とは、県内ほとんどの医療機関で個別予防接種を

　　受けられる制度です。これまで、予防接種は南島原市、雲仙市および諫早市内の医療機関でのみ接種がで

　　きましたが、この事業により、接種機会が広がり、かかりつけ医での接種ができるようになります。

　　乳幼児…３種混合、麻しん風しん混合、麻しん、

　　　　　　風しん、日本脳炎（ＢＣＧおよびポリ

　　　　　　オはこれまでとおり集団接種）

　　児　童…２種混合、日本脳炎

　　高齢者…インフルエンザ

　　市が実施する予防接種の対象者

　　平成18年10月1日から

　　無　　料

　　医療機関にある２枚複写の予診票に必要事項を

　　記入の上、接種を受けてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　９月１日は海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の申

　請基準日です。

　　申請書は漁業協同組合を通じて受け付ける予定です

　が、直接選挙管理委員会（各総合支所・総務課）でも

　受け付けますので必ず期間内（９月５日まで）に申請

　してください。

　　　１年に90日以上、漁船を使用する漁業を営み又

　　は漁業者のために漁船を使用して行う水産動植物の

　　採捕若しくは養殖に従事する者

【対象年齢】
出
生
時

ヶ
月

ヶ
月

ヶ
月 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

3 6 9
1 2 3 4 6 7 85接種時期

ワクチン

(第1期) (第2期)

麻しんワクチン、風しん
ワクチンおよび麻しん風
しん混合ワクチン接種後、
27日は他の予防接種は受
けられません。

麻しん・風しん
混合ワクチン

麻しんワクチン

風しんワクチン

備　　　考

1回 1回1回 5～7歳未満のお子さん
で、小学校就学前の１年

【改正後の対象者】

第１期 第２期

麻しんワクチン 風しんワクチン 混合ワクチン 麻しんワクチン 風しんワクチン 混合ワクチン

麻しんワクチンのみ接種済

風しんワクチンのみ接種済

麻しんワクチンおよび風しん
ワクチンともに接種済

麻しんにかかったことが明ら
かで風しんワクチン未接種

風しんにかかったことが明ら
かで麻しんワクチン未接種

麻しんおよび風しんともに
かかったことが明らか

麻しんワクチンおよび風しん
ワクチンともに未接種

× ×

× ×

× × ×

× ×

× ×

× × × × × ×

× ×

××

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

  ○ ：接種可　×：接種不可
空白：原則麻しん風しん混合ワクチンによる接種ですが、単独ワクチンによる接種もできます

１歳になったら、

なるべく早く第１

期の接種を済ませ

よう！

小学校に入学する

前の第2期の接種

も忘れないでね。
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　　　健診ではさまざまな検査を行うことで、体の異常の早期発見ができます。

　　また、日常生活で改善すべき点や、注意したい点がわかります。

　　～生活機能評価（生活機能に関する検査項目）～

　　　今年度から、市で実施する基本健診に、65歳以上の方を対象にした新しい検査項目が加わりました。

　　新項目は、介護が必要になる状態を予防する目的で、心身の衰弱などを調べる「生活機能評価（生活機能

　　に関する検査項目）」です。

　　　健診の結果、生活機能の低下があった場合は、地域包括支援センターにおいて、その人に合った介護予

　　防プログラムが作られさまざまな介護予防のサービスが提供されます。

　　　まずは、基本健診を受け自分の健康状態を知ることが大切です。

　　　すでに病院にかかっている方も、介護予防のサービスを受けるためには、基本健診を受ける必要があり

　　ます。

　　　今までの、医師の視触診検査に加えて、マンモグラフィ（乳房X線撮影）による検診が導入されています。

　　　マンモグラフィは、視触診だけでは見つけにくい小さな乳がんを発見するのに効果をあげています。

　　　南島原市の検診では、マンモグラフィも全員２方向撮影となっており、さらに精度が高くなっています。

　　●対象者　40歳以上の偶数年齢の女性

　　　※年齢は平成19年3月31日においての年齢。

　「乳がん」は、食生活の欧米化などにともない、発生率・死亡率ともに増加しています。

　40年前に比べて死亡率は約５倍になっています。乳がんにかかる率は40～50歳代が

ピークです。しかし、乳がんは、早期発見できればほぼ100％治る病気です。

増えつづける
乳がん！

増えつづける
乳がん！

●内　容　医師による視触診検査＋マンモグラフィ（２方向撮影）

●料　金　2,000円

乳がん死亡者数および死亡率の年次推移
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資料：「地域がん登録の精度向上と活用に関する研究」平成15年度報告

　7月15日㈯、南有馬町八幡神社で「海の日祈願祭」、

同町大江漁港で「ペーロン大会」が行われ、海の安全を

祈りました。祈願祭では、漁業関係者のほか地元の関係

団体など多数集まり、海上従事者の航海安全や豊漁を祈

願しました。その後会場を南有馬町大江漁港に移し、ペ

ーロン大会により祭りを盛りあげました。この日は絶好

の天気に恵まれ、参加チームは往復約 600 メートルの

航路を全力でこぎ続け、会場に集まった応援団の声援や

笑い!?をうけていました。ほかに、稚魚放流や魚の無料

配布もあわせて行われ、夏の海上祭りを満喫しました。

　7月 9日㈰、西有家小学校体育館で、南島原市バスケ

ットボール協会主催の第1回会長杯争奪ミニバスケット

ボール大会が開催され、市内の小学校9チームが参加し

熱戦を繰り広げました。

　ミニバスケットボールとは、12歳までの小学生だけ

によって競技されるもので、最近非常に人気のあるスポ

ーツです。一般的なバスケットとちがうところは、リン

グの高さが一般が 3.05m であるのに対し、ミニバスケ

ットボールは2.60m、ボールも小さめのものを使用しま

す。この日の試合は9チームによるトーナメント方式で

行われ、子どもたちの機敏な動きが、コートの中をかけ

めぐりました。

ご意見・ご提案もお待ちしています。

総務部総務課秘書班または各総合支所にご連絡下さい。

南島原市 総務部 総務課 秘書班

TEL050-3381-5001 FAX0957-82-3086

E-mail info@city.mainamishimabara.lg.jp

ちょっとした話題や
　　  いい話ありませんか？
ちょっとした話題や
　　  いい話ありませんか？

▲南島原市初代チャンピオンの西有家小学校の皆さん

南有馬海の日祈願祭・
ペーロン大会

海の安全を祈願して南有馬

南島原市（女子）
ミニバスケットボール大会

市全体

大きくなって帰っておいで▲

▲いけーっ!!!

平成18年度南有馬町ペーロン大会成績

順位 チーム名 タイム

3：321

2

3

4

5

3：43

3：49

3：57

4：00

順位 チーム名 タイム

浦田名有志

島原雲仙農協（青年部）

南有馬町船員会

南島原市南有馬総合支所

島原雲仙農協（職員）

4：005

7

8

9

10

4：03

4：15

6：02

11：14

南有馬中学校（剣道部）

島原半島南部漁協

南有馬中学校（バスケ部）

南有馬中学校（バレー部）

商工会（青年部）

南島原市バスケットボール大会試合結果

優 　 勝優 　 勝 西有家小学校

準 優 勝準 優 勝 布津小学校

３ 　 位３ 　 位 蒲河小学校・龍石小学校
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　６月８日から７月13日まで、有馬小学校および北有

馬中学校において、給食に使用される食材の地元農産物

生産者の皆さんを学校へ招待し、いっしょに『食』につ

いて考え、子どもたちと給食を楽しみました。

　これは、最近※『食育』という言葉に表されるように、

子どもたちに家庭や給食での食事の中で、ひとつひとつ

の食べ物に対する知識を深め、食べ物への感謝、そして

それらを生産している方々への感謝の気持ちを身につけ

させることを目的として実施されました。

　７月12日㈬のこの日は、じゃがいも生産者の井村利

光さん（北有馬町丁）が招待されました。井村さんは給

食を前に、いろんな種類のじゃがいもを紹介したり、生

産工程の話などを子どもたちにしました。そして「自分

たち生産者の顔が見えることで、より安心感がでてくる

と思います。気象状況や病気などの難しい問題もありま

すが、がんばって作っていきます」と生産者の意気込み

を話されました。

※『食育』とは心身の健康の基本となる、食生活に関する

　さまざまな教育を行うこと。

　７月13日㈭、南有馬庁舎で南島原市青少年育成市民

会議の設立総会が開催されました。この会は市内各地

区青少年健全育成協議会の連絡調整と活動内容の充実

を図り、青少年の健全育成活動の増進を目的とし設立

されたもので、市長をはじめ議会議長、南島原警察署

長の皆さんを顧問としてむかえ、各種関係団体や各地

区の青少年健全育成協議会会員により構成されます。

　設立総会では、規約や事業計画などが審議・議決され、

平成18年度からの新しい事業がスタートしました。

　役員選出では、薄田藤和さん（深江町）が初代会長と

して選出され、副会長や運営委員もあわせて選出され

ました。薄田会長は、昭和47年の地元青少年健全育成

協議会発足当初から現在まで34年間活動されており、

最近でも午後 3時からはいつもパトロールに出かけら

れているそうです。「子どもから元気をもらっています」

と言われる会長は、「今後も“知恵”と“汗”をだしてがん

ばります」と決意を述べられました。

　７月14日㈮、布津多目的施設で布津町交通安全母の

会研修会が開催され、救急救命法および防犯について研

修会を行いました。この講習会は布津町交通安全母の会

の要請で毎年行われており、今年も子どもをもつお母さ

んが受講しました。

　まず、救急救命法について、「万が一の事故や大けが

の時にまず大切なのが、早い通報と応急手当」というこ

とから、その必要性を十分理解し、緊急救命時に適切に

対応できるように、南島原消防署布津分署職員指導のも

と、救急救命法の講習を受けました。

　また、防犯講習会については、南島原警察署生活安全

課から講師を招き、島原半島の犯罪の現状と子供たちに

対する防犯対策について、講習しました。

　誘拐など子どもが被害にあう犯罪が増加するなか、布

津町交通安全母の会では、防犯に対する講習を受け、子

供たちを犯罪から守る知識と心構えができたのではない

でしょうか。

　７月15日㈯、16日㈰、口之津町で「海の日」を祝い

「マリンフェスタ in くちのつ」が開催されました。開会

セレモニーの漁船パレードでは、恒例の蛸投げが行われ

岸壁に集まった人たちは船上の漁師さんに向かって大き

な声で呼びかけていました。

　振興委員会会長の園田清八郎さんは開会宣言の中で「海

と共に暮らしてきた口之津の方たちにとって、毎年行わ

れてきたこの祭りは大変大切な行事です。たくさんの団

体の方のご協力によって、今回も（祭りを）開くことが

でき、心からお礼を申し上げます。この祭りが末永く続

き、また、夏の暑い盛りに開催できることを本当に嬉し

く思います」と開催の喜びを述べました。両日とも晴天

に恵まれ、初日の15日は、郷土芸能やライブ演奏など

が披露され、16日に行われたペーロン大会では、各出

場チームが、それぞれの団結の心で競い合いました。祭

りの最後を飾った花火大会は一層多くの来場者で賑わい、

夜空と海面に散る花火の美しさを楽しみました。

市全体

南島原市青少年育成市民会議

地元生産者招待給食会

地域みんなで見守ります

北有馬 地域で「食育」を進めよう！

▲みんなで食べるとおいしいね

▲いろんな種
類のじゃがい

もがあります

▲役員の皆さん（薄田会長：右）

▲青少年育成市民会議会員の皆さん

▲漁船パレードで祭りの幕開け

▲勇壮な姿でこぐ『ペーロン大会』

▲心臓マッサージは大切な応急手当です

▲真剣に受講するお母さんたち

口之津

マリンフェスタinくちのつ2006

南島原市の海まつり

布津町交通安全母の会研修会

いつでも活躍お母さん布 津
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　７月29日㈯・30日㈰有家町温泉神社で第 34回あ

りえ温泉神社夏越祭が開催されました。

　両日とも、天候にも恵まれたくさんの来場者があり、

参道や境内では、露店の賑わいで祭ムードをさらに

引き立てました。

　また29日㈰には、有家町商工会青年部が開催する

舞台イベントもあり、各種抽選会や有家太鼓・布津

無双太鼓の演奏、第8代ありえ町 PRレディーの決定、

マジックショーなどと充実した内容で子供達から大

人まで全ての人にワクワクする気持ちや、どこか懐

かしいような気持ちを感じる「夏の思い出に残る一夜」

になったようです。

　７月25日㈫、ありえコレジヨホールで、第56回「社

会を明るくする運動」南島原市中学生弁論大会が開催さ

れました。これは、犯罪防止と罪を犯した人達の更正に

ついての理解を深め、それぞれの立場において犯罪のな

い明るい社会を築こうとする「社会を明るくする運動」

の一環で行われました。大会では市内の各中学校から

15名の弁士が、それぞれの想いを堂々と発表し、会場

に集まった聴衆は迫力のある弁士の発表に耳を傾けてい

ました。

　発表者の演題は、時代に即した鋭いもので、感性豊か

な中学生ならではの言葉が溢れていました。審査委員会

の菅教育長は「家族のありがたさがよく感じられた」こ

とや「自分の体験がうまくまとめられていた」こと、ま

た、「これだけの聴衆の中で堂々と意見が述べられたこ

とは今後の財産になるでしょう」と講評を述べました。

　なお7月31日㈪、「第56回社会を明るくする運動中学・

高校生県弁論大会」が長崎市内で行われ、南島原市代表

の荒木佑公さんが、中学生の部で見事優秀賞を受賞しま

した。

有家中学校　３年

荒　木　佑　公さん

人はいっぱいの愛情の中で生まれてきたは
ずです。
これからも家族を大切にし、周囲の人のた
めに一生懸命生きていきます。

生まれてきてよかった

演 題

最 優 秀 賞最 優 秀 賞

あら き ゆう こう

南有馬中学校　２年

本　多　亮　麻さん

親とは、子どもが生まれてきてくれただけ
でうれしいものです。
誰も悲しまないという「死」はありません。
たった一つの『命』を大切に。

『命』

演 題

優　秀　賞優　秀　賞 優　秀　賞優　秀　賞

ほん だ りょう ま

深江中学校　３年

福　島　香　織さん

受け継がれてきた命を大切にするため、今
を精一杯頑張って生きていきたい。

かけがえのない命と今

演 題

努　力　賞努　力　賞

ふく しま か おり

加津佐中学校　３年

荒　木　文　乃さん

体育大会で、バトンタッチに失敗し落ち込
んでいたとき『大丈夫？』の一言。
仲間の優しい一言の大切さがわかりました。
友達の心の松葉杖になりたい。

心の松葉杖

演 題

努　力　賞努　力　賞

あら き あや の

北有馬中学校　３年

小　松　倫　子さん

病気のおばあちゃんが最後の最後まで、暗
い表情もせず一生懸命生き続けた
その様子に感動。命を大切に・・・。

おばあちゃん、ありがとう

演 題

努　力　賞努　力　賞

こ まつ りん こ

南有馬中学校　３年

山　口　郁　子さん

『やさしいことが強いんよ』という言葉を
小学校の先生からプレゼント。
やさしさがあれば、人の気持ちを理解でき
るはずです。

Good  bｙ  弱さ

演 題

努　力　賞努　力　賞

やま ぐち いく こ

有家中学校　３年

福　永　絵　理さん

障害をもった友達を、みんなと一緒に避け
るようになった。
しかし、自分が転校するときに『ありがと
う』といわれ、自分の過ちに気づきました。

本当の優しさ

演 題

努　力　賞努　力　賞

ふく なが え り

布津中学校　３年

川　島　貴　弥さん

悪いこととわかっていて、人はなぜ人を殺
してしまうのか。
自分の周りから、そんな考えを変えていき
たい。

明るい未来へ

演 題

努　力　賞努　力　賞

かわ しま たか や

西有家中学校　３年

一ノ瀬　　　薫さん

家族の何気ない日常会話が、とても大切で
す。
親子の会話は、悲しい犯罪を防ぐことにも
つながります。

親子で会話を

演 題

努　力　賞努　力　賞

いち せの かおる

加津佐中学校　３年

山　本　紗　織さん

連携してボールを返す、バレーボールを通
して、心のつながりを意識。
思いやりは、必ずどこかで形となって現れ
る。

人として大切なこと

演 題

努　力　賞努　力　賞

やま もと さ おり

北有馬中学校　３年

渡　邉　　　唯さん

大阪から転校してきた自分に、地域の人は
やさしく声をかけてくれる。
思いやりを忘れず、人の心をあたたかくし
てあげたい。

思いやりを忘れずに

演 題

努　力　賞努　力　賞

わた なべ ゆい

西有家中学校　３年

相　川　知　美さん

体育大会でいっしょうけんめいがんばった
私たちを、地域の人はきちんと見ていてく
れた。地方には、都会にないよさがあり、
若い人は残るべきではないか。

活気あふれる市（まち）づくり

演 題

努　力　賞努　力　賞

あい かわ とも み

口之津中学校　２年

定　方　恵　未さん

読み直すことのない何気ない悪口メールは、
時として殺人につながることも。
『ありがとう』や『ごめん』など、大切な
事を伝えるときは、直接目を見て。

身近にある恐怖

演 題

努　力　賞努　力　賞

さだ かた め　ぐ　み

布津中学校　３年

有　村　美佐紀さん

周囲に流され、いっしょになって悪口を言
っていたことを深く後悔しました。
いじめは勇気を持ってやめさせ、日本から
いじめという言葉をなくしたい。

笑顔輝く瞬間（とき）

演 題

優　秀　賞優　秀　賞

あり むら み さ き

口之津中学校　３年

原　口　拓　磨さん

高齢化社会に生きる現代において、病気な
どの知識をつける必要があります。
核家族化が進む中、お年寄りとの交流を行
っていきたいです。

止まれない？

演 題

はら ぐち たく ま

な ごし

▲会場も真剣な表情

▲迫力のある
発表

▲茅（ち）の輪をくぐり無病息災を祈る来場者

▲第８代ありえ町PRレディー

　（石橋宏美さん：左、松永登志子さん：右）

市全体

南島原市中学生弁論大会

暮らしやすい社会の実現に向けて

ありえ温泉神社夏越祭

有 家 夏の夜の思い出
南島原市中学生弁論大会受賞者南島原市中学生弁論大会受賞者



　7 月31日㈪、布津保健福祉センター（湯楽里）の来場者

が20万人を達成し、松島市長がかけつけ、お祝いの花

束や記念品をおくりました。20万人目のお客様となっ

たのは、島原市の前田　艶さん（88歳）・信隆さん（63歳）

親子で、「宝くじも当たったこともないし、くじ運は悪

いと思っていたところ今回は幸運です」とうれしそうに

話されました。

　信隆さんは、現在関東在住で、月に一週間ほど島原へ

帰省されており、その間は毎日艶さんといっしょに“湯

楽里”へ。お風呂が大好きな艶さんは、手術しなくては

ならなかったヘルニアがよくなったそうで、その効能は

折り紙つき !? です。

　平成16年 4 月 1 日にオープンしたこの温泉は、平成

17年 7 月に10万人目、今年の 1 月に15万人目を迎え、

今回の20万人目の節目となりました。

　原湯100パーセントの天然温泉の泉質は、ナトリウム

塩化物塩泉で神経痛や関節痛などに効能があります。継

続的に入浴すると効果があるようですので、未体験の人

はぜひご来場ください。

　7 月27日㈭～29日㈯まで、加津佐総合福祉センター「希

望の里」において、加津佐町内の小学生が参加するワー

クキャンプが開催され、視覚障害などについて学びま

した。このキャンプは社会福祉施設の入所者などとの

交流をはじめとする様々な体験学習や実践活動を通して、

児童や生徒たちに福祉に対する理解を深めることを目

的とし、毎年開催されています。今年は小学校５・６

年生が参加し『アイ愛会』（視覚障害者団体）の皆さんと

いっしょにちらしずし作りをしたり、「視覚障害者を学

ぼう」と題し、アイマスクをしての行動体験や、点字盤・

定規・点筆を使った点字体験をしました。

　参加した児童は、根気のいる点字の打ち込み作業に「指

が痛くなった」「見えているときと目かくしをしたまま

では（同じ作業でも）勝手が違う」などと感想を話してい

ました。

　今回の体験は、それぞれの立場にたって考えること

ができるようになる訓練のひとつとして、とても良い

機会だったようです。この体験で“暗闇”を体験し学

習した子どもたちの目はみんな輝いていて、“明るい社

会”実現を予感させるものでした。

てん ぴつ

つや

加津佐

ボランティア協力校ワークキャンプ“湯楽里”20万人来場達成

福祉活動理解のために布 津 ありがとうございます！

▲手話で『おはようございます』はこんなふうに

▲点字ってむずかしそう…▲20万人記念にニッコリの前田さん親子
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　2006 年３月31日から南島原市として新たにスタートした南有馬町は、島

原の乱の舞台となった地として歴史的にもその名をとどめており、長崎平和

祈念像の作者、彫刻家北村西望の生誕地でもあります。2004 年には、国内

外から現代彫刻家12名が参加し、「第１回北村西望生誕地現代彫刻プロジェ

クト《interdependence. -C のかたち -》が開催されました。開催２回目となる

今回は、《FROMLIFE》をテーマとします。「LIFE」はまさに現代が抱える大き

なテーマであり、「生活」や、「生きること」、また「命」という意味を含ん

でいます。南有馬町の自然や歴史は、「LIFE」が濃縮されていて、この地を訪

れた人はこの町の「LIFE」を強く実感するでしょう。参加作家は、それぞれ

が感じた「LIFE」をテーマに作品を制作し、展示エリア各所に作品を点在さ

せます。また、展覧会と併せて小学生を対象にしたワークショップも開催し

ます。「とび出す巨大マップ！」と題し、展覧会開催エリアの巨大地図を、

粘土や、段ボール、拾った貝殻、小枝など、様々な素材を自由に使い、協力

し合って立体化させていくプログラムです。（ワークショップの参加は後日、

募集要項を掲載します。）その他も、参加作家が自らの作品やこれまでの活

動をスライドで紹介しながら地域の方々と交流を図る「スライドショー」や、

作品搬入から設置までの様子を公開する「公開搬入」も併せて行います。

　南島原市が掲げる「南向きに生きよう！」というテーマと展覧会のテー

マ「FROMLIFE」をリンクさせ、子供たちが表現する「LIFE」と展覧会参加作

家が表現する「LIFE」、この二つの相互作用によって、また新しい南有馬町の

景色が見えてくるでしょう。

●催事名…第２回北村西望生誕地現代彫刻プロジェクト

　　　　　「FROM LIFE」（フロムライフ）

●主　催…南有馬現代芸術プロジェクト実行委員会（原城観光協会内）

●会　期…2006 年 11 月３日［金・祝］ー 11 月 30 日［木］10:00-16:00

●開催地…南島原市南有馬町内エリア（会期中無休・入場無料）

●お問い合わせ…南島原市南有馬総合支所内

●お問合せ…　　南有馬現代芸術プロジェクト実行委員会

●お問合せ…　　電話：050ー 3381ー 5170

●お問合せ…　　ホームページアドレス：http://minamiarima-ap.jp/2006/

《切頭平行六面体のある机》

《怪物と少年》

《ウキウキウキ》

《鳥の丘》

<前回の展示作品>

第２回 北村西望生誕地現代彫刻プロジェクト開催！！！

フロム ライフ



南島原市
の人口
南島原市
の人口
南島原市
の人口

お問い合わせは

南島原市役所

☎050-3381-5000

深江総合支所

☎050-3381-5120
布津総合支所

☎050-3381-5130
有家総合支所

☎050-3381-5140
西有家住民センター

☎050-3381-5151
北有馬総合支所

☎050-3381-5160
南有馬総合支所

☎050-3381-5170
口之津総合支所

☎050-3381-5180
加津佐総合支所

☎050-3381-5190

人

平成18年７月末日現在（住基人口）

55 , 9 4 2（－22）

2 6 , 2 8 3（－18）

2 9 , 6 5 9（－14）

1 8 , 6 2 8（＋20）

男 性

女 性

世帯数
（　）前月比

　医
学
修
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
離
島
の

医
療
機
関
に
勤
め
て
い
た
だ
く
学
生

さ
ん
に
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
医
学
部
医
学
科
入
学
者
と
在
学
者

●
募
集
期
間
　

　
９
月
１
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈫

●
選
考
試
験
　
作
文
・
面
接
試
験

　(

11
月
に
長
崎
市
で
実
施
予
定)

●
貸
与
内
容
　
①
入
学
金
②
授
業
料

　（
①
と
②
は
国
立
大
学
相
当
額
）

　
③
専
門
課
程
で
の
学
習
図
書
購
入

　
費
（
年
20
万
円
）
④
生
活
費
（
月

　
７
万
円
）

●
返
還
免
除
　
貸
与
を
受
け
た
期
間

　
の
２
倍
の
期
間(

う
ち
離
島
・
へ

　
き
地
に
２
分
の
１
以
上)

、
指
定

　
さ
れ
た
医
療
機
関
に
勤
務
し
た
場

　
合
、
元
金
と
利
息
の
返
還
が
免
除

　
さ
れ
ま
す
。
（
専
門
課
程
の
み
貸

　
与
を
受
け
た
場
合
は
、
期
間
は
１．

　
５
倍
と
な
り
ま
す
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
医
療
政
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
６
３

　h
ttp
://w

w
w
.p
ref.n

a
g
a
sa
k
i.

　jp
/iry
ou
/iry
ota
isei.h

tm

医
師
研
修
資
金
貸
与
者
を

募
集
し
ま
す

　
臨
床
研
修
や
専
門
研
修
中
の
医
師

と
医
学
系
大
学
院
生
の
医
師
を
対
象

に
、
過
疎
地
域
の
医
療
機
関
に
勤
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
条
件
に
研
修
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
　
象
　
臨
床
・
専
門
研
修
中
の

　
医
師
ま
た
は
医
学
系
大
学
院
入
学

　
者
お
よ
び
在
学
者

●
募
集
期
間
　

　
９
月
１
日
㈮
〜
10
月
31
日
㈫

●
選
考
試
験
　
面
接
試
験

　
（
11
月
に
長
崎
市
で
実
施
予
定
）

●
貸
与
内
容
　
研
修
費
（
月
20
万
円
）

●
返
還
免
除
　
貸
与
を
受
け
た
期
間

　
の
１．

５
倍
の
期
間
、
指
定
さ
れ

　
た
離
島
・
へ
き
地
の
医
療
機
関
で

　
勤
務
し
た
場
合
、
元
金
と
利
息
の

　
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
医
療
政
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
６
３

　h
ttp
://w

w
w
.p
ref.n

a
g
a
sa
k
i.

　jp
/iry
ou
/iry
ota
isei.h

tm

消
費
生
活
通
信
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
通
信
講
座
は
、
普
段
仕
事
や

家
事
が
忙
し
く
、
な
か
な
か
学
習
会

な
ど
に
参
加
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

消
費
生
活
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
自

宅
で
学
習
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
学
習
期
間
　
平
成
18
年
11
月
〜
　

　
平
成
19
年
１
月
（
３
カ
月
間
）

●
申
し
込
み
期
限
　
９
月
30
日
㈯

●
募
集
人
員
　
１，

０
０
０
名

●
学
習
方
法
　
配
布
（
10
月
末
予
定
）

　
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
自
由
学
習

●
テ
キ
ス
ト
の
内
容
　
①
最
近
の
苦

　
情
相
談
事
例
②
最
近
の
商
品
テ
ス

　
ト
情
報
③
く
ら
し
の
法
律
「
消
費

　
者
契
約
法
」
④
知
っ
得
・
な
っ
得

　
中
古
住
宅
購
入
の
基
礎
知
識
⑤
高

　
齢
化
社
会
介
護
保
険
制
度
の
活
用

●
受
講
料
　
無
料

●
申
し
込
み
方
法
　
用
紙
（
何
で
も

　
可
）
に
『
消
費
生
活
通
信
講
座
申

　
し
込
み
』
と
記
入
し
、
①
住
所
②

　
氏
名
③
性
別
・
年
齢
④
職
業
ま
た

　
は
所
属
団
体
名
⑤
電
話
番
号
を
記

　
入
の
う
え
、
２
１
０
円
分
の
切
手

　
を
同
封
し
、
〒
８
５
０
ー
０
０
５

　
７
　
長
崎
市
大
黒
町
３
ー
１
　
長

　
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
あ
て
に

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
（
８
２
３
）
２
７
８
１

巡
回
法
律
相
談
所
開
設

　
長
崎
県
弁
護
士
会
の
巡
回
法
律
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
民
事
・
家

事
・
刑
事
・
行
政
な
ど
に
関
す
る
す

べ
て
の
法
律
相
談
が
で
き
ま
す
。

（
事
情
に
よ
っ
て
は
、
受
け
付
け
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。】

●
日
　
時
　
９
月
20
日
㈬

　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　

　
原
城
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

●
定
　
数

　
８
名
（
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
生
活
部
市
民
課
人
権
推
進
班

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
０

県
南
地
域
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

友
の
会

　
県
南
保
健
所
で
は
、
奇
数
月
の
第

２
水
曜
日
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の

会
を
開
催
し
、
患
者
・
家
族
の
み
な

さ
ん
の
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
、

勉
強
会
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
９
月
の
友
の
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
９
月
13
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　
県
南
保
健
所
　
２
階
　

　
機
能
訓
練
室

●
内
　
容
　
座
談
会
や
「
パ
ー
キ
ン

　
ソ
ン
病
友
の
会
の
運
営
に
つ
い
て
」

　
の
話
し
合
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
県
南
保
健
所
地

　
域
保
健
課
健
康
対
策
班

　
☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
７

　
℻
０
９
５
７
（
６
４
）
６
５
２
０

旧
軍
人
・
軍
属
お
よ
び
遺
族

の
皆
さ
ま
へ
の
巡
回
相
談
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
旧
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
お
よ
び

遺
族
に
対
す
る
恩
給
・
年
金
や
現
在

申
請
手
続
き
中
の
戦
没
者
の
妻
・
父

母
に
対
す
る
特
別
給
付
金
な
ど
の
巡

回
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

【
雲
仙
市
会
場
】
　
９
月
14
日
㈭
　

　
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
３
階

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

【
南
島
原
市
会
場
】
12
月
５
日
㈫
　

　
西
有
家
公
民
館
　
視
聴
覚
室
　

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
県
福
祉
保

　
健
部
社
会
福
祉
課
恩
給
班

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
２
９

　
℻
０
９
５
（
８
９
５
）
２
５
７
２

動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
９
月
20
日
㈬
〜
26
日
㈫
は
動
物
愛

護
週
間
で
す
。
島
原
南
高
獣
医
師
会

で
は
、
動
物
愛
護
の
精
神
を
普
及
し
、

適
正
な
飼
い
方
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
求
め
る
た
め
に
次
の
と
お
り

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
９
月
23
日
㈯

　
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
県
南
保
健
所
駐
車
場

　（
島
原
市
新
田
町
３
４
７
ー
９
）

●
行
事
内
容
　
愛
犬
家
、
老
齢
犬
の

　
表
彰
／
子
犬
の
養
子
縁
組
／
動
物

　
の
健
康
相
談
／
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動

　
物
園

●
主
　
催
　
島
原
南
高
獣
医
師
会

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

●
日
　
時
　
９
月
24
日
㈰
〜
29
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
　
所
　
佐
世
保
高
等
技
術
専
門

　
校
（
北
松
浦
郡
佐
々
町
）
※
こ
の

　
日
以
外
で
も
事
前
に
ご
連
絡
い
た

　
だ
け
れ
ば
見
学
で
き
ま
す
。

●
内
　
容
　
概
要
説
明
、
施
設
・
実

　
習
見
学
な
ど

●
対
象
者
　
入
校
希
望
者
、
関
心
の

　
あ
る
人
な
ど

●
申
し
込
み
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
☎
０
９
５
６
（
６
２
）
４
１
５
１

障
害
者
就
職
面
接
会

　
９
月
は
「
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
」

で
す
。
来
春
、
養
護
学
校
な
ど
の
卒

業
見
込
み
の
人
や
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
求
職
登
録
中
の
障
害
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
企
業
と
の
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
９
月
26
日
㈫

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎(

長

　
崎
市
大
黒
町)

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
４

新
規
就
農
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
日
　
時
　
10
月
12
日
㈭
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
　
所
　
県
立
農
業
大
学
校
（
諫

　
早
市
小
船
越
町
）

●
内
　
容
　
農
業
体
験
や
農
家
と
の

　
意
見
交
換
な
ど

●
対
象
者
　
新
規
就
農
希
望
者

●
定
　
員
　
20
名
程
度

●
参
加
費
　
無
料

●
締
め
切
り
　
９
月
22
日
㈮

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
農
業
経
営
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
９
３
５

　
℻
０
９
５
（
８
９
５
）
２
５
９
１

長
崎
県
立
大
学
公
開
講
座

『
ゆ
た
か
な
地
域
』
を
め
ざ
し
て

〜
経
済
学
的
視
点
を
越
え
て
〜

　
長
崎
県
立
大
学
の
公
開
講
座
を
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
　
時
　
10
月
７
日
か
ら
11
月
４
日

　
の
毎
週
土
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
　
所
　
長
崎
県
立
大
学

●
受
講
料
　
無
料

●
内
　
容
　
７
日
「
ゆ
た
か
な
地
域

　
を
考
え
る
視
点
」
ほ
か
／
14
日
「『
環

　
境
』
と
『
健
康
』
が
魅
力
あ
る
地

　
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
ほ
か

　
／
21
日
「
今
後
の
人
々
の
定
住
空

　
間
ー
郊
外
居
住
・
都
心
回
帰
・
離

　
島
ぐ
ら
し
ー
」
ほ
か
／
28
日
「
地

　
域
文
化
・
都
市
文
化
創
成
に
向
け

　
て
（
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

　
の
事
例
か
ら
）」
ほ
か
／
４
日
「
中

　
国
と
長
崎
（
歴
史
と
文
化
の
流
れ

　
か
ら
・
鄭
成
功
を
め
ぐ
っ
て
）
」

　
ほ
か

●
申
し
込
み
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話

　
で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
当
日
飛
び
入
り
で
の
参
加
も
歓
迎

　
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　
長
崎
県
立
大
学

　
（
〒
８
５
８
ー
８
５
８
０
　
佐
世

　
保
市
川
下
町
１
２
３
）

　
☎
０
９
５
６
（
４
７
）
２
１
９
１

　
℻
０
９
５
６
（
４
７
）
８
０
４
７

　
　k

ik
ak
u
@
n
agasak

ip
u
.ac.jp

　h
ttp://w

w
w
.n
agasak

ipu
.ac.jp
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募
　
　
　
　
集

募
　
　
　
　
集

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

秋の全国交通安全運動
　交通ルールを守り、正しい交通マナーを習慣づけ、一人一人が交通事故を起こさ

ないよう、交通事故にあわないよう注意しましょう。

●期　間　

　９月21日㈭～９月30日㈯

●重点項目　高齢者の交通事故防止。夕暮れ時と夜間の歩行者と自転車の交通事故防止。

　後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底。

秋の農作業安全運動月間
9月16日～10月15日は秋の農作業安全運動月間です。

●秋の農繁期を迎え、農作業に従事されている方々は作業

　に従事する時間が長くなると共に、農業機械の使用頻度

　が増える時期です。作業にあたっては適度に休憩を取り、

　機械を使用する際は万一の事故に備えて２人以上で行う

　など、安全な農作業に努めましょう。

・

・・ ・・・・

・・



小脳梗塞月

肝臓がんの外科治療火

はしかと予防接種水

原田病木

口　臭金

分娩時の大出血その①癒着胎盤土・日
※祝日は、前日のテープが流れます。

18

※診療時間は午前９時から午後５時までです。

※変更になる場合がございますので、お電話でご確認ください。

86-4443しおた内科胃腸科医院
３日

電話番号休日在宅当番医日

口之津町

72-5111布井内科医院 深江町

65-7100北有馬クリニック
17日

北有馬町

82-2225内 田 医 院 西有家町

85-3690菜の花クリニック
18日

南有馬町

82-2825林内科小児科医院 有家町

85-2152中 村 医 院
10日

南有馬町

82-2430いその産婦人科 西有家町

町 名 電話番号休日在宅当番医日 町 名

87-2028栗 原 医 院
23日

加津佐町

82-0832永田内科泌尿器科 西有家町

84-3123原 口 医 院
24日

北有馬町

72-2017泉 川 病 院 深江町

電話番号休日在宅当番医日 町 名

9月の休日在宅当番医9月の休日在宅当番医

『
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？
』

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ(

注
意
欠
陥
多
動
性
障

害)

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
え

じ
そ
ん
く
ら
ぶ
』
高
山
先
生
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　
10
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　

　
東
彼
杵
町
総
合
会
館
文
化
ホ
ー
ル

●
対
象
者
　
保
護
者
、
教
育
関
係
者
、

　
医
療
福
祉
関
係
者
、
施
設
職
員
な
ど

●
定
　
員
　
な
し(

満
席
の
場
合
は

　
立
ち
見
と
な
り
ま
す)

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
　
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

　
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
　
９
月
30
日
㈯

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ

　
ー
『
し
お
さ
い
』
　
〒
８
５
４
ー

　
０
０
７
１
　
諫
早
市
永
昌
東
町
24

　
ー
３
）

　
☎
０
９
５
７
（
２
２
）
１
８
０
２

　
℻
０
９
５
７
（
２
２
）
１
８
１
２

　
　jh

-c@
co
ffe
e
.o
cn
.n
e
.jp

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

ア
カ
デ
ミ
ア
な
が
さ
き
特

別
講
義
（
公
開
講
座
）

　
防
犯
・
防
災
ま
ち
づ
く
り
（
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
）
に
つ
い
て
、

劇
団
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
　
寺
本

建
雄
氏
に
よ
る
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
　
時
　
10
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
　
所
　
長
崎
市
平
和
会
館

●
入
場
料
　
無
料

●
申
し
込
み
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ

　
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
※
先
着
６
０
０
名
と
な
り
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
県
県
民
安
全
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
１
６

　
℻
０
９
５
（
８
９
５
）
２
５
６
４

　
　s03070@

pref.n
agasaki.lg.jp

　
　h

ttp://w
w
w
.pref.n

agasak
i.

　
　jp/k

en
m
in
/

児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
う

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
手
続
き
を
さ
れ
た
場
合
、
４

月
１
日(

ま
た
は
支
給
要
件
を
満
た

し
た
日)

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
終
え
ら
れ

て
な
い
人
は
市
役
所
各
総
合
支
所
お

よ
び
住
民
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
班
ま

で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

◎
こ
れ
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

　
な
い
小
学
校
４
年
生
の
保
護
者
の
人

◎
小
学
校
５
、
６
年
生
の
保
護
者
の
人

◎
所
得
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で

　
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

　
な
っ
た
保
護
者
の
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
地
域
福
祉
課
児
童
家
庭
班

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
お
よ
び
住
民

　
セ
ン
タ
ー
福
祉
保
健
班

宝
く
じ
の
購
入
は
県
内
で
！

　
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公
園
の
整

備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

通
じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
県
内
で
購
入

し
ま
し
ょ
う
！

【
西
日
本
宝
く
じ
】

●
発
売
期
間

　
９
月
14
日
㈭
〜
９
月
20
日
㈬

●
価
　
格
　
１
枚
１
０
０
円

●
当
選
本
数
　

☆
１
等
（
２，

０
０
０
万
円
）
２
本

☆
１
等
の
前
後
賞
（
２
５
０
万
円
）

　
４
本

☆
２
等
（
50
万
円
）
２
本

☆
３
等
（
１
万
円
）
２
５
０
本

●
抽
選
日
　
９
月
22
日
㈮

※
市
町
村
別
の
宝
く
じ
売
り
場
一
覧
は

　
次
の
ア
ド
レ
ス
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　h
ttp://w

w
w
.pref.n

agasak
i.jp

　/zaisei/tak
ara/u

riba.h
tm
l

　
電
話
で
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
１
７
１

オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア
ブ
リ

ッ
ジ
５
周
年
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
エ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
５

周
年
記
念
お
よ
び
福
江
線
５
年
目
・

宮
崎
線
１
周
年
を
記
念
し
て
、
利
用

者
の
方
に
機
内
で
航
空
チ
ケ
ッ
ト
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
・
特
産
品
等
が

当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
期
　
間
　
10
月
31
日
㈫
ま
で

　h
ttp
://w

w
w
.n
ag
asak

iairp
or
　t-fc.com

/
▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
０
６
３

成
年
後
見
や
権
利
擁
護
に

関
す
る
法
律
福
祉
無
料
相

談
会
開
催

　
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
て
お
困
り
の
人
、

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
将
来
が
心

配
な
人
な
ど
の
法
律
と
福
祉
に
関
す

る
相
談
会
で
す
。

●
日
　
時
　
９
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
　
所

【
長
崎
会
場
】
メ
ル
カ
つ
き
ま
ち(

長

　
崎
市
築
町)

【
佐
世
保
会
場
】
佐
世
保
市
中
央
公

　
民
館(

佐
世
保
市
高
砂
町)

●
内
　
容
　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

　
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
相
談
員
に

　
よ
る
成
年
後
見
制
度
、
地
域
福
祉

　
権
利
擁
護
事
業
、
相
続
・
遺
言
、

　
金
銭
・
不
動
産
の
管
理
お
よ
び
処

　
分
、
年
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
で

　
す
。
事
前
に
お
電
話
で
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

●
相
談
料
　
無
料

●
締
め
切
り
　
９
月
13
日
㈬

●
申
し
込
み
　

　
長
崎
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
５
（
８
２
３
）
４
７
７
７

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
社
会
福
祉
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
２
３

ご
存
知
で
す
か
？

地
域
創
業
助
成
金
制
度

　
新
た
に
創
業
し
、
２
人
以
上
の
従

業
員
を
雇
用
し
た
場
合
に
、
国
が
創

業
経
費
や
雇
い
入
れ
経
費
の
支
援(

助

成)

を
行
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
事

業
内
容
や
従
業
員
の
雇
い
入
れ
等
に

一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
㈳
長
崎
県
雇
用
支
援
協
会

　
☎
０
９
５
（
８
２
７
）
１
１
６
５

高
校
生
の
離
島
留
学
制
度
に

関
す
る
説
明
会
開
催

　
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、
五

島
高
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
、
壱
岐
高

校
原
の
辻
歴
史
文
化
コ
ー
ス(

歴
史

学
専
攻
、
中
国
語
専
攻)

、
対
馬
高

校
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス
、
猶
興
館

高
校
大
島
分
校
の
４
校
合
同
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

【
島
原
会
場
】
10
月
７
日
㈯
島
原
文

　
化
会
館
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
諫
早
会
場
】
10
月
８
日
㈰
諫
早
文

　
化
会
館
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前

　
11
時
30
分
。

【
長
崎
会
場
】
10
月
８
日
㈰
総
合
福

　
祉
セ
ン
タ
ー
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　h
ttp://w

w
w
.pref.n

agasak
i.jp

　/k
ou
k
ou
/

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
長
崎
県
高
校
教
育
課

　
☎
０
９
５
（
８
９
４
）
３
３
５
４

住
宅
の
耐
震
化
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す

　
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
つ
い
て

の
質
問
や
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

【
島
原
地
区
】
第
１
、
第
３
金
曜
日

　
島
原
市
役
所
相
談
室

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
長
崎
地
区
】

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
長
崎
県
住
宅
建
築
総
合
セ
ン
タ
ー

　（
長
崎
市
元
船
町
大
波
止
ビ
ル
２
階
）

　h
ttp
://w

w
w
.d
ob
ok
u
.p
ref.n

a

　g
asak

i.jp
/̃su

m
ai/

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
㈶
長
崎
県
住
宅
・
建
築
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
（
８
２
５
）
６
９
４
４

引
揚
者
の
み
な
さ
ま
へ

　
税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

①
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

　
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税

　
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

　
証
券
な
ど

②
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

　
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預

　
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

　
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た

　
も
の
。

　
お
預
か
り
し
た
通
貨
な
ど
の
半
数

　
以
上
は
返
還
の
お
申
し
出
が
な
く
、

　
現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご

　
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方

　
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

　
で
、
お
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
長
崎
税
関
監
視
部
　
〒
８
５
０
ー 

 

　
０
８
６
２
　
長
崎
市
出
島
町
１
番

　
36
号
　
　
０
１
２
０
ー
８
２
８
ー

　
６
８
０
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

平
成
　
年
度

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第

　
１
類
〜
第
６
類
）、
丙
種

●
試
験
の
日
時
　
11
月
23
日
（
祝
日
・

　
勤
労
感
謝
の
日
）　
午
前
10
時

●
受
験
地
・
試
験
会
場
・
所
在
地

【
長
崎
市
】
　
長
崎
総
合
科
学
大
学

　（
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ズ
）　

　
長
崎
市
網
場
町
５
３
６

【
島
原
市
】
　
島
原
工
業
高
等
学
校

　
島
原
市
本
光
寺
町
４
３
５
３

【
諫
早
市
】
　
諫
早
農
業
高
等
学
校

　
諫
早
市
立
石
町
１
０
０
３

●
受
験
対
象
　
一
般
・
高
校
生

●
受
付
期
間
　
９
月
21
日
㈭
〜
10
月

　
５
日
㈭

●
受
験
願
書
の
入
手
先

　
島
原
振
興
局
、
各
消
防
署

●
受
験
願
書
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
県
支
部
　
〒
８
５
０
ー
０
０
３
７

　
長
崎
市
金
屋
町
９
ー
３
　
市
民
防

　
火
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

　
☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

が
ま
だ
せ
！
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン

　
Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
、
こ
の
ほ

ど
、
設
立
２
年
目
に
し
て
九
州
リ
ー

グ
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
西
有
家
出
身
の
Ｇ
Ｋ
近
藤
選
手
、

加
津
佐
出
身
の
Ｍ
Ｆ
相
良
選
手
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
の
九
州
リ
ー

グ
今
季
最
終
戦
が
２
日
連
続
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一

度
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対 

ヴ
ォ
ル
ガ
鹿
児
島
】

●
日
　
時
　
９
月
９
日
㈯
　
正
午

●
会
　
場
　
県
立
諫
早
陸
上
競
技
場

●
入
場
料
　
無
料

【
対 

新
日
鉄
大
分
】

●
日
　
時
　
９
月
10
日
㈰
　
午
後
１
時

●
会
　
場
　
県
立
諫
早
陸
上
競
技
場

●
入
場
料
　
無
料

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
事
務
局
　

　
☎
０
９
５
７
（
７
８
）
３
５
５
０

　h
ttp
://w

w
w
.v
-v
a
ren
.com

/

　新
築
・
増
改
築
を
し
た
家

屋
に
つ
い
て

　
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築

や
増
改
築
を
し
て
登
記
を
し
て
な
い

建
物
（
未
登
記
家
屋
）
を
お
持
ち
の

人
は
、
税
務
課
資
産
税
班
及
び
各
総

合
支
所
・
住
民
セ
ン
タ
ー
の
市
民
課

税
務
班
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
お

電
話
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
、
今
後

建
築
や
解
家
の
ご
予
定
が
あ
る
人
も

ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
　

　
税
務
課
資
産
税
班

　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
３
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長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

健康テレホンサービス
９月のテーマ
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連日行われる過酷な練習風景指先・つま先まで神経集中！

　9 月 9 日は「救急の日」です。昭和57年から 9 月 9 日を含む 1 週間

を「救急医療週間」として、病気やけがをした人に対する正しい応急処

置や、救急医療及び救急業務に対する市民の正しい理解と認識を深める

とともに、救急医療関係者の意識の高揚を図ることを目的に、毎年全国

一斉に救急啓発活動が行われています。島原消防本部でも期間中、下記

のことに力を入れ取り組んでいます。

　救急車の出場件数は毎年確実に増え続けています。

　その結果何台もの救急車が同時に出場することがよくあります。救急車は、

けがや病気などで緊急に病院での治療を必要とする人のための車です。緊急

ではないのに救急車を利用すると、本当に救急車を必要とする事故が起こっ

た場合、遠くに待機している救急車が向かうことになります。その結果到着

が遅れ、最悪の場合救える命も救えないという事態も起こりかねません。そ

のような事態に直面したとき、私たち救急隊員は言葉に言い表せない悔しさ

を覚えます。

　緊急性がなく、自分で行けると思うときは公共の交通機関などを利用して

ください。診察可能な医療機関がわからない時には、最寄りの消防署あるい

は、24時間のテレホンサービスをご利用ください。　

島原消防本部指令センター　医療機関情報ダイヤル…☎ 64ー2199

　大切な人の命をあなたは守ることは出来ますか？一番近くにいるのはあな

たです。救急車が来るまであなたが出来ることを学びましょう。　

◎救急出場時のサイレン吹鳴にご理解とご協力ください。

　救急車は赤い光をクルクル回し、サイレンの音を響かせながらやってきます。

　「サイレンを鳴らさずに」と、119番通報を受ける時によく言われます。

　救急車はタクシーではなく緊急のときに使用する車です。緊急であるから

こそサイレンを鳴らし、回転灯を回しながら安全で迅速な運行であるように

努めています。サイレンを鳴らさず回転灯を点灯していない車両は緊急車両

とは認められません。

　自賠責保険（共済）は、万一の交通事故の際の基本的な対人賠償を目的として、バイク・原動機付自転

車を含むすべての自動車の保有者に加入が義務付けられている強制保険です。

　自賠責保険（共済）の支払い限度額は、交通事故の被害者に対する最低保障という考え方で決められて

おり、死亡3，000万円、障害120万円となっております。

　　　 ☆その他　後遺障害　①介護を要するもの　4，000 万円（１級）～ 3，000 万円（ ２ 級）

　　　 　　　　　　　　　　②その他　　　　　　3，000 万円（１級）～ 3，075 万円（14 級）

　実際の損害はこれを超えることもありますので、任意保険（共済）にも加入することをお勧めします。

　なお、無保険（無共済）車の運行は、ドライバーの基本マナーに反するばかりでなく、罰則の対象にも

なります。特に車検制度のないバイク、原動機付自転車は「期限切れ」や「かけ忘れ」にご注意ください。

国土交通省　九州運輸局　長崎運輸支局　輸送部門

事故などで不幸にして亡くなられ、身元がわからな

い方の家族を捜す活動を県下一斉に行います。

●思い悩んで家出した人

●病気を苦にして家出した人

●長い間便りがない人

●犯罪の被害にあっているおそれのある人 

●事故にあっているおそれのある人 

このようなことでお困りの方は、気軽にご相談下さい。 

南島原警察署

生活安全係・鑑識係  ☎0957ー86－2110

９月は「行方不明者をさがす月間」です。
　9 月11日「警察相談の日」の一環として、出張相談所が開

設されます。犯罪などによる被害の未然防止に関する相談、

そのほか県民の安全と平穏についての相談に応じますので、

この機会にご相談ください。

●出張相談所 開設場所　南島原警察署有家交番

●　　〃　　 開設時間　午前 10 時から午後 4 時まで

　また、電話での相談も受け付けています。

　警察本部「警察安全総合相談室」（♯ 9110、095-823-9110）

　南島原警察署「警察安全相談室」（☎ 0957-86-2110）

★その他の警察本部の相談電話

●女性被害 110 番 　 0120 － 783814（フリーダイヤル）

●暴力団（暴力追放テレホン） ☎ 095 － 822 － 0007

●少年の悩み（ヤングテレホン） 　 0120 － 786ー 714（フリーダイヤル）

●悪質商法 110 番 ☎ 095 － 822 － 5100

９月 1 1 日 は 警 察 相 談 の 日

　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
精
神
で
、
日
夜
地
域
の
消

防
活
動
に
従
事
し
て
い
る
消
防
団
員
が
、

消
防
操
法
技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
防
災
体
制
の
強
化

に
役
立
て
る
。
こ
れ
が
今
回
、
南
島
原
市

消
防
団
が
出
場
し
た
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
の
目
的
で
す
。

　
８
月
６
日
㈰
に
大
村
市
で
開
か
れ
た
第

28
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開

催
さ
れ
、
南
島
原
市
消
防
団
１，

３
４
３

名
を
代
表
し
て
北
有
馬
地
区
消
防
団
が
出

場
し
ま
し
た
。
同
地
区
の
出
場
は
実
に
22

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
ま
た
今
回
か
ら
実

際
に
小
型
ポ
ン
プ
を
操
作
し
放
水
す
る
水

出
し
操
法
へ
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
大
幅
な

操
法
ル
ー
ル
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

回
の
訓
練
に
水
利
水
槽
へ
の
注
水
、
折
り

た
た
み
式
の
ホ
ー
ス
巻
き
な
ど
、
新
た
な

工
程
と
準
備
作
業
が
必
要
と
な
る
な
ど
、

地
区
分
団
員
の
出
動
も
大
幅
に
増
え
ま
し

た
が
、
大
会
成
功
に
向
け
て
、
昨
年
９
月

か
ら
訓
練
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
を
控
え
た
６
・
７
月
は
週
５
〜
６

回
の
夜
間
・
日
中
訓
練
を
毎
回
30
人
体
制

で
実
施
し
、
訓
練
回
数
は
75
回
、
延
べ
出

動
分
団
員
は
２，

０
０
０
名
を
数
え
、
今

回
の
大
会
を
支
え
続
け
ま
し
た
。
さ
ら
に

は
、
本
大
会
出
場
に
向
け
て
、
南
島
原
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
得
る
た
め
の
情
報
発
信
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　　
大
会
で
は
南
島
原
市
は
13
チ
ー
ム
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
。

猛
暑
の
中
で
し
た
が
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

調
整
も
順
調
に
い
き
、
南
島
原
市
消
防
団

チ
ー
ム
は
、
選
手
４
名
の
士
気
・
規
律
、

迅
速
な
行
動
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
確
実
な

操
作
に
消
防
用
機
械
器
具
の
精
通
な
ど
、

力
強
く
、
胸
の
す
く
よ
う
な
機
敏
な
動
作

を
見
せ
ま
し
た
。
競
技
が
始
ま
り
、
選
手

の
待
機
線
上
へ
の
整
列
で
は
、
気
迫
が
み

な
ぎ
り
、
指
揮
者
の
天
ま
で
響
く
よ
う
な

号
令
で
、
会
場
全
体
が
静
ま
り
か
え
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
指
揮
者
、
１
番
員

の
３
本
の
ホ
ー
ス
延
長
は
見
事
な

一
直
線
の
ラ
イ
ン
を
見
せ
、
２
番

員
・
３
番
員
の
吸
管
操
作
な
ど
も

一
体
的
に
流
れ
る
よ
う
な
動
き
。

小
型
ポ
ン
プ
が
う
な
り
を
上
げ
る

と
、
素
早
い
水
走
り
で
標
的
の
火

点
も
一
撃
で
落
と
す
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
北
有
馬
地
区
消
防
団
の
長

期
間
に
わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
存

分
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
会
場

に
詰
め
か
け
た
南
島
原
市
消
防
団

を
は
じ
め
と
す
る
１
５
０
名
の
大
応
援
団

の
声
援
も
選
手
に
は
大
き
な
励
み
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。
大
声
援
を
バ
ッ
ク
に
１

回
勝
負
の
大
会
本
番
で
は
、
こ
れ
ま
で
１

度
と
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
初
の
40
秒
台
で
あ
る
40
秒
78
の
好
タ

イ
ム
を
マ
ー
ク
。
残
念
な
が
ら
目
標
の
３

位
以
内
に
は
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
今

回
の
大
会
と
訓
練
を
通
し
、
必
然
的
に
消

防
団
員
と
し
て
の
自
覚
と
組
織
強
化
が
図

ら
れ
、
ま
さ
に
記
録
よ
り
も
記
憶
に
残
る

今
大
会
の
出
場
で
し
た
。
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北有馬総合支所総務課

ボランティア大募集

南島
原市福祉手作りカルタ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

わ
た
し
が
た
た
く

い
つ
ま
で
も

　豊かな人生を楽しむ上で、「健康」はその土台と

なります。食生活を中心に日々の健康について考え、

ひいては地域における健康づくりの案内人になって

いただく方を養成する目的で、「食生活改善推進員

養成講座」の受講生を募集します。

●募集人員…40名

●受 講 料…無　料

●場　　所…布津保健センター（布津町）�   

　　　　　　原城オアシスセンター（南有馬町）�   

　※２会場どちらでもかまいません。

　　原則として、全講座に参加していただきます。�

食生活改善推進員とは？

　まず、家族で健康の喜びと食事の意味を語り合

うことから始めます。それから近所のかたへ働き

かけ、仲間とのふれ合いの楽しさを通じて、地域

ぐるみのよい食事習慣づくりに取り組んでいます。

主  な  活  動  は  ？

　健康づくりを手助けするボランティア活動をし

ています。

●地域の人たち（親子、男性、老人会、婦人会等）

　との料理教室

●健康づくりイベントへの参加 など

期 日

布 津

第１回 10月05日㈭ 10月02日㈪ 13：00～16：00
・開講式 ・ヘルスメイトとは
・私の健康、家族の健康

第２回 10月17日㈫ 10月20日㈮ 10：00～15：30バランスのとれた食事

弁 当 づ く り

高脂血症予防食

介護食（実演・実技）

郷 土 料 理 食

・市民の健康実態について
・栄養の基礎知識

第３回 10月30日㈪ 11月10日㈮ 13：00～16：00
・食育について
・バランスのとれた献立作り

第４回 11月13日㈪ 11月21日㈫ 10：00～15：30
・暮らしの中に運動を
　～楽しくウォーキング～

第５回 12月01日㈮ 12月07日㈭ 13：00～16：00
・生活習慣病を
　　　　　予防するために

第６回 １月15日㈪ １月12日㈮ 13：00～16：00
・国保の現状について
・お口の健康づくり

第７回 １月26日㈮ １月23日㈫ 13：00～16：00
・介護保険の現状�
・高齢者の食事

第８回 ２月08日㈭ ２月05日㈪ 13：00～16：00
・心の健康について
　～自分のリラックス法～

第９回 ２月21日㈬ ２月20日㈫ 10：00～15：30
・南島原21計画について
　～自分達にできること～�

第10回 ３月05日㈪ ３月06日㈫ 13：00～16：00
・食生活改善推進員との交流会
・閉講式

南有馬
主 な 講 習 内 容 調 理 実 習 時 間

�※都合により、日程・内容を変更することがございますのでご了承ください。

●締め切り／９月15日（金）まで　●申し込み先／各総合支所市民課福祉保健班または健康保健課成人高齢班
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎050-3381-5050）電話でも受け付けます。

中国文化講座
が
始
ま
り
ま
す
。

　南島原市の中国との国際交流を推進するため、国際交
流員林　　莉さんが中国福建省から着任しました。新国
際交流員の林さんを講師に迎え、９月20日㈬から中国
文化講座を開講します。今回は日常生活での会話のため
の中国語の指導に加え、水墨画、書道など体験型のプロ
グラムを組みました。皆さんの多数の参加をお待ちして
います。

★日　　時：毎月第２・第４水曜日（一部、変更の場合あり）

　　　　　　午後８時から９時30分まで
　　　　　　※中国文化講座の開講式は９月20日㈬です。

★場　　所：北有馬多目的研修集会施設２階研修室　　　

★参  加  費：無　料
　　　　　　　　（必要に応じて実費を負担していただく場合があります）

★講　　師：林　　莉（北有馬総合支所国際交流員）

★内　　容：下記講座メニューのとおりです。

★申込期限：９月15日㈮まで

★定　　員：30 名

★お問合せ：北有馬総合支所総務課総務班まで
　　　　　　☎０５０－３３８１－５１６０

●篆刻とは…

　木・石などの印材に

　文字を彫ること

てん こく

林　　莉さん
（中国・福建省出身 22歳）

りん い り

９月20日㈬

期 日 講 座 内 容 期 日 講 座 内 容

開講式　自己紹介と国際交流員の故郷 12月13日㈬ 中国語の復習　篆刻の材料と手順の紹介

10月11日㈬ 中国語講座①　挨拶の言葉 １月10日㈬ 中国語講座④　時の言い方　書道の実践

10月25日㈬ 中国語の復習　中国の書道① １月24日㈬ 中国語の復習　篆刻の実践

11月8日㈬
中国語講座②　代名詞
中国の漢字と日本語の漢字

２月14日㈬
中国語講座⑤　基本会話集
中国の春節の紹介

12月６日㈬
中国語講座③　数字の読み方
篆刻についての紹介

11月22日㈬ 中国語の復習　中国の書道② ２月28日㈬ 中国語の復習　中国画（竹の描き方）

３月14日㈬ 中国語講座⑥　買い物の言葉　中国画（竹の実践）

３月28日㈬ 中国文化講座のまとめと閉校式

平成18年度中国文化講座メニュー

★応募締め切り：平成18年９月１日㈮～９月29日㈮まで
★ボランティア保険：万一に備えて、各種保険に加入されてい
　ない方は、ボランティア活動保険に加入させていただき
　ます。保障期間中（来年の３月31日まで）は、今回の事業
　以外のボランティア活動に対しても保障の対象となります。

　・Ａタイプ／300円  ・Ｂタイプ／500円  ・Ｃタイプ／700円

　この企画では、南島原市民の皆さんのアイデアを
生かし南島原市だけの福祉手作りかるたを作成した
いと考えています。選考委員さん（句に興味がある方）
や絵描きボランティアさんなどはじめ、その他にも
パソコンができる方、福祉かるたの箱のデザインを
担当してみたいなど、ご意見がございましたらおた
ずねください。

南島原市社会福祉協議会
〒859ー2601   南島原市加津佐町己3522番地

（加津佐総合福祉センター内） ☎８７ー５９６３　℻８７ー５９６５

・加津佐支所　☎ 87-4729　・口之津支所　☎ 86-2225
・南有馬支所　☎ 85-3008　・北有馬支所　☎ 84-2537
・西有家支所　☎ 82-2791　・有 家 支 所　☎ 82-4795
・布 津 支 所　☎ 72-5833　・深 江 支 所　☎ 72-5454

おたずねはこちら

中国文化講座講師



●
ご
あ
い
さ
つ

　
「
リ
ビ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
目

指
し
て･

･
･

。
」

　
原
城
図
書
館
は
、
今
年
３
月
５
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
　
南
島
原
市
で
一

番
新
し
い
図
書
館
で
す
。

　
図
書
館
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
誰
も
が
「
好
き
な
と
き
に
」

「
無
料
で
」
利
用
で
き
る
、
と
て
も

自
由
な
施
設
で
す
。
そ
し
て
、
本
は
、

私
た
ち
に
こ
こ
ろ
の
ゆ
と
り
と
新
し

い
知
恵
や
知
識
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
だ
、
図
書
館
は
、
「
本
を
借
り
る

と
こ
ろ
」
「
勉
強
を
す
る
と
こ
ろ
」

と
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
図
書
館
は
、
違
い

ま
す
。
「
本
を
借
り
る
だ
け
」
「
勉

強
す
る
だ
け
」
で
は
、
も
っ
た
い
な

さ
過
ぎ
ま
す
。

　
原
城
図
書
館
に
は
、
新
聞
が
12
紙
、

雑
誌
は
、
１
１
２
タ
イ
ト
ル
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。 

　
新
聞
を
読
み
比
べ
る
。
雑
誌
を
選

ぶ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
を
読
む
。
と
い
っ
た

す
ご
し
方
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

長
時
間
、
ゆ
っ
く
り
と
図
書
館
で
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
す
ご
し
方
を
見
つ
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
原
城
図
書
館
を
み
な
さ
ん

の
生
活
の
一
部
に
し
て
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
「
居
間
」
と
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
場
所
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
と
笑
顔
と
感

動
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

●
原
城
図
書
館
の
特
徴

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
で
き
お
互
い

の
活
動
の
様
子
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
地
上

一
階
建
て
独
立
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
延
べ
床
面
積
が
約
１
７
０
０
㎡
と

広
く
、
間
仕
切
り
の
な
い
ひ
と
つ
の

空
間
に
、
す
べ
て
の
書
架
と
閲
覧
ス

ペ
ー
ス
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
低
く
抑
え
た
木
製
の
書
架
に
大
き

な
梁
が
む
き
出
し
に
な
っ
た
高
い
天

井
と
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
の
広
い
空
間

で
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
広
が
り
と
開

放
感
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
広
い
館
内
の
い
た
る
所
に
、
椅
子

や
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
て
あ
り
、

児
童
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
お
こ
な
う
「
お
話
の

へ
や
」
が
あ
り
ま
す
。

加
津
佐
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
１
９

●
幼
児
向
け
お
話
し
会

　
９
月
２
日
㈯
　
15
時
半
〜
16
時

●
お
話
し
会

　
９
月
９
日
㈯
　
10
時
半
〜
11
時

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
お
話
し
会

　
９
月
16
日
㈯
　
14
時
〜
14
時
半
　

※
大
活
字
本
の
展
示
・
貸
出
は
、
９

　
月
〜
10
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
之
津
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
８
６

●
お
話
し
会
（
お
は
な
し
の
へ
や
）

　
９
月
５
日
㈫
、
12
日
㈫
、
26
日
㈫

　
16
時
20
分
〜

●
お
り
が
み
教
室
（
お
は
な
し
の
へ
や
）

　
９
月
２
日
㈯
　
13
時
半
〜

原
城
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
７
８

●
お
話
し
会

　
９
月
８
日
㈮
、
22
日
㈮
　
11
時
〜

　
11
時
半

　
９
月
16
日
㈯
　
14
時
〜
14
時
半

●
上
映
会

　
９
月
21
日
㈭
　
18
時
〜

西
有
家
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
５
４

●
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
工
作
ラ
ン
ド

　
９
月
２
日
㈯
　
10
時
半
〜

●
出
張
お
話
隊
（
長
野
公
民
館
）

　
９
月
９
日
㈯
　
10
時
〜

●
お
話
し
会
「
話
の
小
箱
」

　
９
月
16
日
㈯
　
14
時
〜

●
お
話
し
会
「
あ
り
ん
こ
の
す
」

　
９
月
23
日
㈯
　
11
時
〜

有
家
図
書
館

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
６

●
お
話
し
会
（
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
）

　
９
月
10
日
㈰
、
24
日
㈰
　
14
時
〜

　
14
時
半

●
絵
本
Ｄ
ｅ
ク
イ
ズ
・
く
い
ず

　
９
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

深
江
ふ
る
さ
と
伝
承
館
図
書
室

　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
１
２
５

●
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

　
９
月
２
日
㈯
　
14
時
〜

●
工
作
ひ
ろ
ば

　
９
月
16
日
㈯
　
14
時
〜

※
９
月
よ
り
中
・
高
校
生
向
け
の
進

　
路
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
高
等
学
校
、
大
学
、
短
期

　
大
学
の
資
料
、
ま
た
受
験
に
関
す

　
る
書
籍
も
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま

　
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

原城図書館カレンダー  9月

＊○印は休館日です。
＊開館時間は午前10時～午後６時です。
　（木曜日は正午～午後８時）

日

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

2１10/ 43 5 6 7

月 火 水 木 金 土

原城図書館アクセス

▲平成18年３月開館（市で一番新しい図書館です）

特集『原城図書館』No.3
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※ご希望により、お住まいの地区以外でも受けることが

　できます。　その場合は必ず前日までに、健康保健課

　（☎050-3381-5050）または各総合支所・住民センター

　へ連絡してください。

　事　業　名　

　事　業　名　

　事　業　名　

事　業　名 実 　施　 日 時　　　間

時　　　間

時　　　間

時　　　間 場　　　所

場　　　所

場　　　所

場　　　所 備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

深 江 公 民 館

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

加津佐保健センター

布 津 保 健 セ ン タ ー

深 江 公 民 館

生後３～90ヶ月

平成17年10月・平成18年2月生、6月生

平成16年１月～２月生

平成14年12月～平成15年1月生

生後３～６ヶ月

生後３～６ヶ月

平成17年10月・平成18年２月生・6月生

平成17年10月・平成18年2月生、6月生

平成16年12月～平成17年1月生

40歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳以上

40歳以上

平成14年12月～平成15年1月生

西有家保健センター

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

有 家 保 健 セ ン タ ー

北有馬保健センター

原城オアシスセンター

加津佐保健センター

口之津保健センター

口之津保健センター

健 康 相 談

３ 歳 児 健 診

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診

乳 児 相 談

基本健診・胸部検診・

大腸がん検診　　　　

胃 が ん 検 診 ・

腹 部 超 音 波 検 診

胃 が ん 検 診 ・

腹 部 超 音 波 検 診

基本健診・胸部検診・

大腸がん検診　　　　

健 康 相 談

基 本 健 診

胸 部 検 診

大 腸 が ん 検 診

２ 歳 児 歯 科 健 診

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

乳 児 相 談

予 防 接 種（ ポ リ オ ）

３ 歳 児 健 診

13：00～14：30

09：00～12：00

09：00～12：00

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

12：45～終了まで

13：00～終了まで

13：00～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

13：30～終了まで

09：00～14：00

13：00～14：30

09：00～14：00

08：30～11：00

09：00～12：00

09：00～12：00

07：00～11：00

実 　施　 日

実 　施　 日

実 　施　 日

９月12日㈫～13日㈬

９月26日㈫～27日㈬

９月12日（火）

９月01日（金）

９月5日（火）～6日（水）

９月12日（火）～13日（水）

９月5日（火）～6日（水）

９月19日（火）～20日（水）

有 家 保 健 セ ン タ ー

西有家保健センター
健 康 相 談

09：00～12：00

09：00～12：00

９月0 6日（水）

９月20日（水）

９月13日（水）

９月15日（金）

９月20日（水）

９月04日（月）

９月19日（火）

口之津保健センター

加 津 佐 総 合 支 所
健 康 相 談

09：00～12：00

09：00～12：00

９月0 6日（水）

９月20日（水）

７月27日・28日受診者

８月３日受診者
口之津保健センター基本健診結果説明会 09：00～16：00

10：00～15：00

９月1 2日（火）

９月13日（水）

生後３～６ヶ月原城オアシスセンター

原城オアシスセンター

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

13：00～14：30

９月0 6日（水）

生後３～６ヶ月

平成17年10月・平成18年2月生、6月生北有馬保健センター

生後３～90ヶ月原城オアシスセンター

10：00～15：00乳 児 相 談 ９月15日（金）

９月20日（水）

予 防 接 種（ ポ リ オ ） ９月28日（木）

９月11日（月）

９月19日（火）

９月27日（水）

９月04日（月）

９月19日（火）

９月27日（水）

９月22日（金）

９月14日（木）

９月08日（金）

９月06日（水）

予 防 接 種（ Ｂ Ｃ Ｇ ）

乳 児 相 談

〈深江・布津地区〉 ○お問い合わせ先 （深江地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5121）（布津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5131）

〈有家・西有家地区〉 ○お問い合わせ先 （有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5141）（西有家地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5151）

〈北有馬・南有馬地区〉 ○お問い合わせ先 （北有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5161）（南有馬地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5171）

〈口之津・加津佐地区〉 ○お問い合わせ先 （口之津地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5181）（加津佐地区：市民課 福祉保健班  ☎050-3381-5191）

９月28日（木）～29日（金）

９月21日（木）～22日（金）

９月14日（木）～15日（金）

９月07日（木）～08日（金）

保健事業のご案内保健事業のご案内保健事業のご案内 9月9月
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月・MON 火・TUE 水・WED 木・THU 金・FRI 土・SAT日・SUN

編　 集　 後　 記

メーデー 憲法記念日 国民の休日 防災の日 立夏

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●年金相談
　（口之津公民館）
　10：00～15：00

●年金相談
　（北有馬老人福祉センター）
　10：00～15：00
●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～

●行政相談
　（布津公民館）　
　14：00～16：00

県民祈りの日

小暑・七夕 救急の日

●警察相談の日
　出張相談
　（有家交番）　　
　10：00～16：00

月遅れ盆・
終戦記念日 老人の日

動物愛護週間敬老の日
秋の全国

交通安全運動
（21日～30日）

秋分の日

結核予防週間

●行政相談
　（有家町商工会館）
　17：30～
●交通事故巡回相談
　（島原市役所）　
　10：00～16：00

　小学校の平和学習集会にお邪魔しました。平

和集会では、戦争の悲惨さを思い返し、平和と

命の尊さを誓い合い、胸に刻みます。

　彼らの幼い横顔を見ながら、戦争や平和につ

いて、どんな風に感じているのかなぁ、なんて

思っていました。でも、きっと伝わっています

よね。当たり前にある、今の平和がどんなに素

晴らしいか…。

　私は今も覚えています。低学年の頃、平和集

会で見せてくださった、被ばくし、ガラス片が

埋まったままの校長先生の、痛そうで悲しい背

中、忘れてはならない背中を…。　　　　野原

　「ただいまーっ」「おかえり、よう帰ってきたね」

お盆休みを利用して、南島原市に帰省した子ど

もやお孫さんとの、こんな一幕があったと思い

ます。話すことがたくさんあったのに、でも話

さないでもなんとなく雰囲気で分かりあえる。

それが家族であり、故郷。

　田んぼの水音、潮の香り、鳥の声は心地よく

感じられたのではないでしょうか。でも何より

も心を癒してくれたのは、優しく迎えてくれた

「人」では…。おじいちゃん、おばあちゃん、いつ

もありがとう。９月18日は敬老の日です。隈部

●市民スポーツ大会
　卓球（口之津体育館）

　テニス（有家総合

　運動公園）

●年金相談の予約・お問い合わせは各総合支所または住民センターでお尋ねください。
●北有馬町・口之津町・加津佐町の行政相談は随時受け付けています。

●行政相談
　（深江ふれあいの家）
　13：00～16：00
●行政・心配事相談
　（西有家老人福祉センター）
　10：00～15：00

●年金相談
　（ありえコレジヨホール）
　10：00～15：00
●行政相談
　（原城オアシスセンター）
　13：00～16：00

ふ る さ と

南風にのせて
～エイサーと島唄と三線の調べ～

（はえんかぜにのせて）

出　演　者

●会　　　場：ありえコレジヨホール

●入　場　料：500円（3才以上） 好評発売中!!

●チケット取扱：南島原市教育委員会生涯学習課及び

　　　　　　 各地域教育事務所、NIB（郵送販売）

●お問合わせ：南島原市教育委員会生涯学習課

　　　　　　 ☎050-3381-5082、NIB☎0957-826-2266

主催／長崎県、南島原市、南島原市教育委員会　共催／南島原市文化協会、

　　　NIB長崎国際テレビ

後援／朝日新聞社、長崎新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、

　　　南島原市PTA連合会、ひまわりてれび、ケーブルテレビジョン島原

2006年 開　　場 18：30
開　　場 19：00
終演予定 21：009月16日㈯

琉球國祭り太鼓

teamくくる

金城安紀

琉球國祭り太鼓は、沖縄の伝

統芸能エイサーに空手の型や

ポップスなどを取り入れ、バ

チさばきが特徴的な、勇壮で

エネルギッシュな太鼓です。




